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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体から再生区間リストを読み出す再生区間リスト読み出し手段と、
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　前記記録媒体からの情報再生中に前記一定時間スキップ手段により一定時間スキップが
行われる度に、前記再生区間リスト読み出し手段によって読み出された前記再生区間リス
トにおけるスキップ開始点とスキップ終了点を用いて前記再生区間リストを変更し、再生
区間からスキップ区間を削除する再生区間リスト変更手段とを備え、
　前記再生区間リスト変更手段は、情報再生中に前記一定時間スキップが行われた後、所
定時間内に再度一定時間スキップが行われた場合には、２回のスキップ区間を前記再生区
間から削除するとともに、１回目の一定時間スキップ終了点から２回目の一定時間スキッ
プ開始点までも前記再生区間から削除するように前記再生区間リストを変更することを特
徴とする情報記録再生装置。
【請求項２】
　記録媒体から再生区間リストを読み出す再生区間リスト読み出し手段と、
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　前記記録媒体からの情報再生中に前記一定時間スキップ手段により一定時間スキップが
行われる度に、前記再生区間リスト読み出し手段によって読み出された前記再生区間リス
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トにおけるスキップ開始点とスキップ終了点を用いて前記再生区間リストを変更し、再生
区間からスキップ区間を削除する再生区間リスト変更手段とを備え、
　前記再生区間リスト変更手段は、情報再生中に逆方向の一定時間スキップが行われた場
合に、前記再生区間リストに逆方向スキップ区間またはその一部が含まれていないときに
は、逆方向一定時間スキップ終了点から逆方向一定時間スキップ開始点までを前記再生区
間に含めるように前記再生区間リストを変更することを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項３】
　記録媒体から再生区間リストを読み出す再生区間リスト読み出し手段と、
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　前記記録媒体からの情報再生中に前記一定時間スキップ手段により一定時間スキップが
行われる度に、前記再生区間リスト読み出し手段によって読み出された前記再生区間リス
トにおけるスキップ開始点とスキップ終了点を用いて前記再生区間リストを変更し、再生
区間からスキップ区間を削除する再生区間リスト変更手段とを備え、
　前記再生区間リスト変更手段は、前記再生区間リストを変更する際に、既に再生区間リ
ストが存在しているときは、存在している再生区間リストを複製してから、片方の再生区
間リストを変更することを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項４】
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　情報再生中に一定時間スキップが行われる度に、スキップ開始点とスキップ終了点を用
いて前記記録媒体からスキップ区間相当の記録情報を削除する記録情報編集手段とを備え
、
　前記記録情報編集手段は、情報再生中に前記一定時間スキップが行われた後、所定時間
内に再度一定時間スキップが行われた場合には、２回のスキップ区間相当の記録情報を前
記記録媒体から削除するとともに、１回目の一定時間スキップ終了点から２回目の一定時
間スキップ開始点までに相当する記録情報も削除することを特徴とする情報記録再生装置
。
【請求項５】
　前記記録情報編集手段は、さらに記録情報削除予約区間情報を持ち、情報再生中に一定
時間スキップが行われた場合には、そのスキップ区間を前記記録情報削除予約区間情報に
登録し、所定時間経過後に前記記録情報削除予約区間相当の記録情報を前記記録媒体から
削除する請求項４に記載の情報記録再生装置。
【請求項６】
　前記記録情報編集手段は、情報再生中に一定時間スキップが行われた後、所定時間内に
逆方向スキップが行われた場合には、前記記録情報削除予約区間のうち、逆方向一定時間
スキップ終了点から逆方向一定時間スキップ開始点までを前記記録情報削除予約区間から
削除する請求項５に記載の情報記録再生装置。
【請求項７】
　前記記録情報編集手段は、さらに記録情報削除予約区間情報を持ち、情報再生中に一定
時間スキップが行われた場合には、そのスキップ区間を前記記録情報削除予約区間情報に
登録し、ユーザによる削除指示があった場合に記録情報削除予約区間相当の記録情報を前
記記録媒体から削除する請求項４に記載の情報記録再生装置。
【請求項８】
　前記記録情報編集手段は、情報再生中に逆方向スキップが行われた場合には、前記記録
情報削除予約区間のうち、逆方向一定時間スキップ終了点から逆方向一定時間スキップ開
始点までを前記記録情報削除予約区間から削除する請求項７に記載の情報記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ランダムアクセス可能な情報記録再生装置の再生、編集の技術に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　映像、音声などの情報を記録、再生、編集することができる情報記録再生装置では、情
報再生中に３０秒スキップ等の一定時間スキップを用いれば、再生を希望しない箇所をス
キップすることができる（例えば、特許文献１参照）。また、再生開始点・再生終了点の
指定や記録データの削除といった編集をすれば、再生する度に同じ箇所をスキップするこ
とが可能である（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００２－２２３４０８号公報（第６－７頁、第３図）
【特許文献２】特開２００３－３１９３１２号公報（第４頁、第２－４図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記の従来技術においては、情報を再生する度に同じ箇所をスキップしたい場合には、
再生する度に一定時間スキップの操作を行ったり、再生開始点・再生終了点の指定や、記
録データの削除といった編集作業をしなければならない煩わしさがある。
【０００４】
　また、単純に一定時間スキップを行うだけでは、ユーザが本当に見たい場面の頭出しを
正確に行うことができない。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みて創作したものであり、ランダムアクセス可能な情報
記録再生装置において、情報再生中の一定時間スキップについて、操作性を改善しつつ、
ユーザが本当に見たい場面の頭出しを正確に行うことができるようにすることを目的とし
ている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明による情報記録再生装置は、
　記録媒体から再生区間リストを読み出す再生区間リスト読み出し手段と、
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　前記記録媒体からの情報再生中に前記一定時間スキップ手段により一定時間スキップが
行われる度に、前記再生区間リスト読み出し手段によって読み出された前記再生区間リス
トにおけるスキップ開始点とスキップ終了点を用いて前記再生区間リストを変更し、再生
区間からスキップ区間を削除する再生区間リスト変更手段とを備えた構成とされている。
【０００７】
　この場合、一度ユーザが行ったスキップ情報を基に、自動で再生区間リストを変更する
。これにより、情報を再生する度に同じ箇所をスキップしたい場合には、ユーザは再生す
る度に一定時間スキップを行わなければならないという煩わしさを解消する。また、再生
開始点・再生終了点の指定や、記録データの削除といった編集作業の煩わしさを解消する
。
【０００８】
　（２）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１）において、前記再生区間リス
ト変更手段は、情報再生中に前記一定時間スキップが行われた後、所定時間内に再度一定
時間スキップが行われた場合には、２回のスキップ区間を前記再生区間から削除するとと
もに、１回目の一定時間スキップ終了点から２回目の一定時間スキップ開始点までも前記
再生区間から削除するように前記再生区間リストを変更するものである。
【０００９】
　この場合、１回目のスキップを行ってから２回目のスキップを行うことをユーザが判断
する間に再生された区間についても、以降に情報再生する度に自動的にスキップすること
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が可能になる。
【００１０】
　（３）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１）において、前記再生区間リス
ト変更手段は、情報再生中に逆方向の一定時間スキップが行われた場合に、前記再生区間
リストに逆方向スキップ区間またはその一部が含まれていないときには、逆方向一定時間
スキップ終了点から逆方向一定時間スキップ開始点までを前記再生区間に含めるように前
記再生区間リストを変更するものである。なお、逆方向スキップでは、逆方向スキップ終
了点は順方向において逆方向スキップ開始点よりも上手側にあり、通常のスキップの場合
とは逆関係にある（通常のスキップでは、スキップ終了点はスキップ開始点よりも下手側
にある）。
【００１１】
　この場合、逆方向一定時間スキップが行われた区間が本来ユーザの再生したい情報であ
ることから、再生区間リストの変更に反映されないようにしている。つまり、逆方向スキ
ップ区間については、これを再生区間から削除しないようにすることが可能となる。
【００１２】
　（４）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１）において、前記再生区間リス
ト変更手段は、前記再生区間リストを変更する際に、既に再生区間リストが存在している
ときは、存在している再生区間リストを複製してから、片方の再生区間リストを変更する
ものである。
【００１３】
　この場合、ユーザが作成した再生区間リストを残したままスキップ情報を再生区間リス
トに反映することが可能になる。したがって、ユーザが作成した再生区間リストを不用意
に変更してしまうことが回避される。
【００１４】
　（５）また本発明による情報記録再生装置は、
　所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキップする一定時
間スキップ手段と、
　情報再生中に一定時間スキップが行われる度に、スキップ開始点とスキップ終了点を用
いて前記記録媒体からスキップ区間相当の記録情報を削除する記録情報編集手段とを備え
た構成とされている。
【００１５】
　この場合、情報再生中に一定時間スキップが行われる度に、スキップ開始点とスキップ
終了点を用いて記録媒体からスキップ区間相当の記録情報を削除する。これにより、情報
再生中に一度一定時間スキップを行うだけで他に特に編集作業を行う必要なく、以降情報
再生する度に一定時間スキップした箇所を自動的にスキップすることが可能になり、また
記録リソースの削減も同時に可能になる。
【００１６】
　（６）また本発明による情報記録再生装置は、上記（５）において、前記記録情報編集
手段は、情報再生中に前記一定時間スキップが行われた後、所定時間内に再度一定時間ス
キップが行われた場合には、２回のスキップ区間相当の記録情報を前記記録媒体から削除
するとともに、１回目の一定時間スキップ終了点から２回目の一定時間スキップ開始点ま
でに相当する記録情報も削除するものである。
【００１７】
　この場合、１回目のスキップを行ってから２回目のスキップを行うことをユーザが判断
する間に再生された区間についても、以降に情報再生する度に自動的にスキップすること
が可能になり、また記録リソースの削減も同時に可能になる。１回目のスキップを行って
から２回目のスキップを行うことをユーザが判断する間に再生された区間が本来ユーザの
再生したくない情報である場合に、有効である。
【００１８】
　（７）また本発明による情報記録再生装置は、上記（５），（６）において、前記記録
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情報編集手段は、さらに記録情報削除予約区間情報を持ち、情報再生中に一定時間スキッ
プが行われた場合には、そのスキップ区間を前記記録情報削除予約区間情報に登録し、所
定時間経過後に前記記録情報削除予約区間相当の記録情報を前記記録媒体から削除するも
のである。
【００１９】
　この場合、一定時間スキップによりスキップ区間の削除を予約してしまったとしても、
その後、所定時間の間に限れば、記録媒体からスキップ区間相当の記録情報が削除されて
しまうことについて、ユーザが取り消すことを可能とする。
【００２０】
　（８）また本発明による情報記録再生装置は、上記（７）において、前記記録情報編集
手段は、情報再生中に一定時間スキップが行われた後、所定時間内に逆方向スキップが行
われた場合には、前記記録情報削除予約区間のうち、逆方向一定時間スキップ終了点から
逆方向一定時間スキップ開始点までを前記記録情報削除予約区間から削除するものである
。
【００２１】
　この場合、一定時間スキップによりスキップ区間の削除を予約してしまったとしても、
その後、逆方向一定時間スキップを行えば、記録媒体からスキップ区間相当の記録情報が
削除されてしまうことについて、ユーザが取り消すことを可能とする。
【００２２】
　（９）また本発明による情報記録再生装置は、上記（５），（６）において、前記記録
情報編集手段は、さらに記録情報削除予約区間情報を持ち、情報再生中に一定時間スキッ
プが行われた場合には、そのスキップ区間を前記記録情報削除予約区間情報に登録し、ユ
ーザによる削除指示があった場合に記録情報削除予約区間相当の記録情報を前記記録媒体
から削除するものである。
【００２３】
　この場合、スキップ情報により記録情報削除予約区間情報を収集し、ユーザが一括して
記録媒体から不必要な記録情報を削除することが可能になる。ユーザが意識しない間に自
動的に記録媒体からスキップ区間相当の記録情報が削除されてしまうことを回避する。
【００２４】
　（１０）また本発明による情報記録再生装置は、上記（９）において、前記記録情報編
集手段は、情報再生中に逆方向スキップが行われた場合には、前記記録情報削除予約区間
のうち、逆方向一定時間スキップ終了点から逆方向一定時間スキップ開始点までを前記記
録情報削除予約区間から削除するものである。
【００２５】
　この場合、一括削除の対象として予約登録したとしても、ユーザが再生したい箇所につ
いては、逆方向一定時間スキップによりその削除を取り消し、その他の不要な箇所につい
ては一括して削除することが可能になる。
【００２６】
　（１１）また本発明による情報記録再生装置は、所定の一定時間にわたり記録媒体から
の情報の読み出し位置をスキップする一定時間スキップ手段を有し、前記一定時間スキッ
プ手段は、情報再生中に一定時間スキップが行われた後、所定時間内に再度一定時間スキ
ップが行われた場合には、１回目と２回目のスキップ方向が同方向であれば２回目の一定
時間スキップ量を１回目の一定時間スキップ量と同量に設定し、１回目と２回目のスキッ
プ方向が逆方向であれば前記２回目の一定時間スキップ量を前記１回目の一定時間スキッ
プ量より少なく設定するように構成されている。
【００２７】
　この場合、一定時間スキップを繰り返すだけでユーザが本来再生したい箇所の頭出しを
正確に行うことが可能になる。
【００２８】
　（１２）また本発明による情報記録再生装置は、所定の一定時間にわたり記録媒体から
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の情報の読み出し位置をスキップする一定時間スキップ手段を有し、前記一定時間スキッ
プ手段は、情報再生中に一定時間スキップが行われた後、所定時間内に再度一定時間スキ
ップが行われた場合には、１回目と２回目のスキップ方向が同方向であれば２回目の一定
時間スキップ開始点を１回目の一定時間スキップ終了点として一定時間スキップを行い、
１回目と２回目のスキップ方向が逆方向であれば１回目の一定時間スキップ開始点と１回
目の一定時間スキップ終了点の間にある特定点にスキップするように構成されている。
【００２９】
　この場合、２回目の一定時間スキップにおける、ユーザが本来再生したい箇所の頭出し
の判断に要する時間を削減しつつ、頭出しの探索をより正確に行うことが可能になる。
【００３０】
　（１３）また本発明による情報記録再生装置は、
　記録媒体への情報記録時に場面切替り箇所を検出する場面切替り検出手段と、
　前記場面切替り検出手段が検出した前記場面切替り箇所に印を付ける印付加手段と、
　情報再生時に所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキッ
プする一定時間スキップ手段と、
　情報再生時に前記印付加箇所を検索する印検索手段とを備え、
　前記一定時間スキップ手段は、一定時間スキップ時に、前記印検索手段が現再生箇所か
ら一定時間先に最も近い印付加箇所を検索しないときに現再生箇所から一定時間先にスキ
ップを行い、前記印検索手段が現再生箇所から一定時間先に最も近い印付加箇所を検索し
たときに、その印付加箇所にスキップを行うように構成されている。
【００３１】
　この場合、情報記録中に検出した場面切替り箇所に印を付け、情報再生中に一定時間ス
キップが行われると、ただ一定時間先にスキップするのではなく、現再生箇所から一定時
間先に最も近い印付加箇所にスキップを行う。したがって、ユーザが本当に見たい場面の
頭出しを正確に行うことができる。
【００３２】
　（１４）また本発明による情報記録再生装置は、
　記録媒体への情報記録時に場面切替り箇所を検出する場面切替り検出手段と、
　前記場面切替り検出手段が検出した前記場面切替り箇所に印を付ける印付加手段と、
　情報再生時に所定の一定時間にわたり前記記録媒体からの情報の読み出し位置をスキッ
プする一定時間スキップ手段と、
　情報再生時に前記印付加箇所を検索する印検索手段とを備え、
　前記一定時間スキップ手段は、一定時間スキップ時に、前記印検索手段が現再生箇所か
ら一定時間先の所定時間範囲内に印が付いた箇所を検索しないときに現再生箇所から一定
時間先にスキップを行い、前記印検索手段が現再生箇所から一定時間先の所定時間範囲内
に印が付いた箇所を検索したときは現再生箇所から一定時間先に最も近い印付加箇所にス
キップを行うように構成されている。
【００３３】
　この場合、情報記録中に検出した場面切替り箇所に印を付け、情報再生中に一定時間ス
キップが行われると、ただ一定時間先にスキップするのではなく、現再生箇所から一定時
間先の所定時間範囲内に印が付いた箇所があれば、その印付加箇所にスキップを行う。し
たがって、場面切替り箇所への正確な頭出しを可能にしつつ、一定時間スキップを行った
にもかかわらず一定時間ではなくかけ離れた時間へスキップすることを防ぐことが可能に
なる。
（１５）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１３），（１４）において、さら
に、情報再生中に一定時間スキップが行われた場合、所定時間経過後にスキップ開始点か
らスキップ終了点までの範囲にある前記印付加箇所から前記印を削除する印削除手段を備
えている。
【００３４】
　この場合、一定時間スキップを行うだけで、情報記録時に場面切替り箇所に自動的に付
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けられた印のうちユーザが不必要な印を自動的に削除することが可能になる。
【００３５】
　（１６）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１３）～（１５）において、前
記場面切替り検出手段に代えて、情報記録時に前フレームとの映像輝度の差が所定値を超
えたことを検出する輝度差判定手段を備えたものである。
【００３６】
　この場合、一定時間スキップを行う度に、前フレームとの映像輝度の差が所定値を超え
た箇所への正確な頭出しが可能になる。
【００３７】
　（１７）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１３）～（１５）において、前
記場面切替り検出手段に代えて、音声信号がモノラル・ステレオ・二重音声が切り替わっ
たことで検出する音声モード切替り検出手段を備えている。
【００３８】
　この場合、一定時間スキップを行う度に、音声信号がモノラル・ステレオ・二重音声が
切り替わった箇所への正確な頭出しが可能になる。
【００３９】
　（１８）また本発明による情報記録再生装置は、上記（１３）～（１５）において、前
記場面切替り検出手段に代えて、音声信号が所定時間無音であることを検出する無音検出
手段を備えている。
【００４０】
　この場合、一定時間スキップを行う度に、音声信号が所定時間の間無音である箇所への
正確な頭出しが可能になる。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によれば、ランダムアクセス可能な情報記録再生装置において、情報再生中の一
定時間スキップについて、操作性を改善しつつ、ユーザが本当に見たい場面の頭出しを正
確に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明にかかわる情報記録再生装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明す
る。
【００４３】
　図１は本発明の実施の形態におけるランダムアクセス可能な情報記録再生装置の代表例
としてＤＶＤレコーダの構成を示すブロック図である。
【００４４】
　このＤＶＤレコーダは、以下に説明する各実施の形態で共通または個別に適用される各
種手段を備えている。すなわち、所定の一定時間にわたりＤＶＤ（Digital Versatile Di
sc）からの情報（映像・音声）の読み出し位置をスキップする一定時間スキップ手段の一
例としての３０秒スキップ手段Ｍ１と、ＤＶＤから再生区間リストを読み出す再生区間リ
スト読み出し手段Ｍ２と、再生区間リストにおけるスキップ開始点とスキップ終了点を用
いて再生区間リストを変更し、再生区間からスキップ区間を削除する再生区間リスト変更
手段Ｍ３を備えている。さらに、情報再生中に３０秒スキップが行われる度に、スキップ
開始点とスキップ終了点を用いてＤＶＤからスキップ区間相当の記録情報を削除する記録
情報編集手段Ｍ４と、映像記録時に場面切替り箇所を検出する場面切替り検出手段Ｍ５と
、特定箇所に印を付ける印付加手段Ｍ６と、印付加箇所を検索する印検索手段Ｍ７と、印
付加箇所から印を削除する印削除手段Ｍ８と、映像記録時に前フレームとの映像輝度の差
が所定値を超えた箇所を検出する輝度差判定手段Ｍ９と、映像記録時に音声信号がモノラ
ル・ステレオ・二重音声が切り替わった箇所を検出する音声モード切替り検出手段Ｍ１０
と、映像記録時に音声信号が所定時間無音である箇所を検出する無音検出手段Ｍ１１とを
備えている。
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【００４５】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１における情報記録再生装置を図２～図５を用いて説明する。
【００４６】
　まず、図２に基づいて、スキップ区間Ｓのスキップ開始点Ｓsとスキップ終了点Ｓeと、
再生区間Ｋの開始点Ｋsと終了点Ｋeとの相対位置関係の各種態様を説明する。
【００４７】
　図２（ａ）の態様は、スキップ開始点Ｓsとスキップ終了点Ｓeがともに再生区間Ｋの範
囲内にある状態に該当している。この場合、スキップ区間Ｓでの再生を禁止するためには
、旧の再生区間Ｋを更新する必要がある。すなわち、旧の再生区間Ｋにおけるスキップ区
間Ｓの相当部分を削除する必要がある。新の再生区間Ｋは、その開始点Ｋsは元の開始点
Ｋsでよいが、その終了点Ｋeはスキップ開始点Ｓsに変更するものとする（図４のステッ
プＳ１１参照）。そして、新の再生区間(Ｋ＋１)を新規作成し、その開始点(Ｋ＋１)sを
スキップ終了点Ｓeに設定し、新の再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eを旧の再生区間Ｋ
の終了点Ｋeに設定するものとする（図４のステップＳ９～Ｓ１０）。さらに、旧の再生
区間(Ｋ＋１)を新の再生区間(Ｋ＋２)とし、旧の再生区間(Ｋ＋２)を新の再生区間(Ｋ＋
３)とし、旧の再生区間(Ｋ＋３)を新の再生区間(Ｋ＋４)とするようにして、旧の再生区
間(Ｋ＋１)以降において再生区間番号を繰り下げる（図４のステップＳ８）。
【００４８】
　図２（ｂ）の態様は、スキップ開始点Ｓsが再生区間Ｋの範囲内にあり、かつ、スキッ
プ終了点Ｓeが再生区間Ｋの終了点Ｋeまたはその外部にある状態に該当している。この場
合、スキップ区間Ｓでの再生を禁止するためには、旧の再生区間Ｋにおけるスキップ区間
Ｓの相当部分を削除する必要がある。新の再生区間Ｋは、その開始点Ｋsは元の開始点Ｋs
でよいが、その終了点Ｋeはスキップ開始点Ｓsに変更するものとする（図４のステップＳ
１２参照）。なお、旧の再生区間(Ｋ＋１)以降において再生区間番号の変更は必要ない。
【００４９】
　図２（ｃ）の態様は、スキップ終了点Ｓeが再生区間Ｋの範囲内にあり、かつ、スキッ
プ開始点Ｓsが再生区間Ｋの開始点Ｋsまたはその内部にある状態に該当している。この場
合、スキップ区間Ｓでの再生を禁止するためには、旧の再生区間Ｋにおけるスキップ区間
Ｓの相当部分を削除する必要がある。新の再生区間Ｋは、その終了点Ｋeは元の終了点Ｋe
でよいが、その開始点Ｋsはスキップ終了点Ｓeに変更するものとする（図４のステップＳ
１５参照）。なお、旧の再生区間(Ｋ＋１)以降において再生区間番号の変更は必要ない。
【００５０】
　図２（ｄ）の態様は、再生区間Ｋの全領域がスキップ区間Ｓの範囲内に収まる状態に該
当する。この場合、スキップ区間Ｓでの再生を禁止するためには、旧の再生区間Ｋの全体
を削除し、新の再生区間Ｋを別に新規作成するものとする（図４のステップＳ１６～Ｓ１
７参照）。すなわち、旧の再生区間(Ｋ＋１)を新の再生区間Ｋとし、旧の再生区間(Ｋ＋
２)を新の再生区間(Ｋ＋１)とし、旧の再生区間(Ｋ＋３)を新の再生区間(Ｋ＋２)とする
ようにして、旧の再生区間(Ｋ＋１)以降において再生区間番号を繰り上げる。
【００５１】
　スキップ開始点Ｓsが再生区間Ｋの開始点Ｋsに一致し、かつ、スキップ終了点Ｓeが再
生区間Ｋの終了点Ｋeまたはそれより前方にある場合が該当する。また、スキップ開始点
Ｓsが再生区間Ｋの開始点Ｋsより前方にあり、かつ、スキップ終了点Ｓeが再生区間Ｋの
終了点Ｋeよりも後方または終了点Ｋeに一致する場合が該当する。
【００５２】
　次に、上記のように構成された本実施の形態のＤＶＤレコーダの動作を図３および図４
のフローチャートに基づいて説明する。
【００５３】
　ＤＶＤレコーダにおいて、映像再生中に３０秒スキップが行われる度に（ステップＳ１
）、再生区間リストＢを検索して、スキップを行った区間の全てまたは一部が含まれてい
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るかどうかを調べる（ステップＳ２）。もし、スキップ開始点Ｓsが再生区間リストＢ中
のある再生区間Ｋに含まれており（ステップＳ３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの開始点Ｋ
sがスキップ開始点Ｓsと同じでなく（ステップＳ４でＮｏ）、かつ再生区間Ｋにスキップ
終了点Ｓeが存在し（ステップＳ５でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの終了点Ｋeがスキップ終
了点Ｓeと同じでなく（ステップＳ６でＹｅｓ）、かつ再生区間リストＢに新たな再生区
間を追加可能な場合には（ステップＳ７でＹｅｓ）、図２（ａ）に示すように、再生区間
番号につき再生区間(Ｋ＋１)以降を再生区間(Ｋ＋２)以降として１つずつ後ろに繰り下げ
（ステップＳ８）、再生区間(Ｋ＋１)の再生開始点(Ｋ＋１)sをスキップ終了点Ｓeとする
とともに（ステップＳ９）、再生終了点(Ｋ＋１)eを再生区間Ｋの終了点Ｋeとして新たな
再生区間(Ｋ＋１)を作成し（ステップＳ１０）、その上で再生区間Ｋの終了点Ｋeをスキ
ップ開始点Ｓsに変更する（ステップＳ１１）。
【００５４】
　なお、再生区間リストＢと実記録データＡとの関係を３０秒スキップ前と３０秒スキッ
プ後で示した図５も参考となる。再生区間のナンバーが(Ｋ＋１)以降１つずつ後方にずれ
ていることが分かる。
【００５５】
　もし、スキップ開始点Ｓsが再生区間リストＢ中のある再生区間Ｋに含まれており（ス
テップＳ３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの開始点Ｋsがスキップ開始点Ｓsと同じでなく（
ステップＳ４でＮｏ）、かつ再生区間Ｋにスキップ終了点Ｓeが存在し（ステップＳ５で
Ｙｅｓ）、かつ再生区間Ｋの終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じでなく（ステップＳ６
でＹｅｓ）、かつ再生区間リストＢに新たな再生区間を追加不可能な場合には（ステップ
Ｓ７でＮｏ）、何もしない（処理終了）。
【００５６】
　もし、スキップ開始点Ｓsが再生区間リストＢ中のある再生区間Ｋに含まれており（ス
テップＳ３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの開始点Ｋsがスキップ開始点Ｓsと同じでなく（
ステップＳ４でＮｏ）、かつ再生区間Ｋにスキップ終了点Ｓeが存在しない（ステップＳ
５でＮｏ）か、再生区間Ｋの終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じな場合には（ステップ
Ｓ６でＮｏ）、再生区間Ｋの終了点Ｋeをスキップ開始点Ｓsにする（ステップＳ１２）。
ここでの動作説明には図２（ｂ）を参照できる。
【００５７】
　もし、スキップ開始点Ｓsが再生区間リストＢ中のある再生区間Ｋに含まれており（ス
テップＳ３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの開始点Ｋsがスキップ開始点Ｓsと同じであり（
ステップＳ４でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋにスキップ終了点Ｓeが存在し（ステップＳ１
３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じでない場合には（
ステップＳ１４でＹｅｓ）、再生区間Ｋの開始点Ｋsをスキップ終了点Ｓeにする（ステッ
プＳ１５）。ここでの動作説明には図２（ｃ）を参照できる。
【００５８】
　もし、スキップ開始点Ｓsが再生区間リストＢ中のある再生区間Ｋに含まれており（ス
テップＳ３でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋの開始点Ｋsがスキップ開始点Ｓsと同じであり（
ステップＳ４でＹｅｓ）、かつ再生区間Ｋにスキップ終了点Ｓeが存在しない（ステップ
Ｓ１３でＮｏ）か、再生区間Ｋの終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じであれば（ステッ
プＳ１４でＮｏ）、再生区間Ｋを削除し（ステップＳ１６）、再生区間(Ｋ＋１)以降を再
生区間Ｋ以降として１つずつ前にずらす（ステップＳ１７）。ここでの動作説明には図２
（ｄ）を参照できる。
【００５９】
　もし、スキップ開始点Ｓsを含まず（ステップＳ３でＮｏ）、スキップ終了点Ｓeを含ん
だ再生区間Ｋが再生区間リストＢ中に存在し（ステップＳ１８でＹｅｓ）、かつ再生区間
Ｋの終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じでない場合には（ステップＳ１９でＹｅｓ）、
再生区間Ｋの開始点Ｋsをスキップ終了点Ｓeにする（ステップＳ１５）。ここでの動作説
明には図２（ｃ）を参照できる。
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【００６０】
　もし、スキップ開始点Ｓsを含まず（ステップＳ３でＮｏ）、スキップ終了点Ｓeを含ん
だ再生区間Ｋが再生区間リストＢ中に存在し（ステップＳ１８でＹｅｓ）、再生区間Ｋの
終了点Ｋeがスキップ終了点Ｓeと同じであるか（ステップＳ１９でＮｏ）、もしくはスキ
ップ開始点Ｓsもスキップ終了点Ｓeも含まないスキップ区間の一部を含んだ再生区間Ｋが
存在した場合には（ステップＳ２０でＹｅｓ）、再生区間Ｋを削除し（ステップＳ１６）
、再生区間(Ｋ＋１)以降を再生区間Ｋ以降として１つずつ前にずらす（ステップＳ１７）
。ここでの動作説明には図２（ｄ）を参照できる。
【００６１】
　もし、スキップ区間Ｓの一部を含んだ再生区間Ｋが存在しない場合には（ステップＳ２
０でＮｏ）、何もしない。
【００６２】
　なお、再生時にユーザが実記録データを全て再生するか、自動的に作られた再生区間リ
ストＢに基づいて再生するかを選択することも可能である。
【００６３】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われる
度に、スキップ開始点とスキップ終了点を用いて再生区間リストを変更し、再生区間から
スキップ区間を削除する。これにより、情報再生中に一度一定時間スキップを行うだけで
他に特に編集作業を行う必要なく、以降情報再生する度に一定時間スキップした箇所を自
動的にスキップすることが可能になる。
【００６４】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２における情報記録再生装置を図６～図９を用いて説明する。
【００６５】
　映像再生中に、３０秒スキップが行われた後（ステップＳ２１でＹｅｓ）、所定時間τ
以内に続けて３０秒スキップが行われた場合（ステップＳ２１）、再生区間リストＢ中に
１回目のスキップ終了点Ｓeから２回目のスキップ終了点Ｓeまでの区間の全てまたは一部
が含まれているかどうかを検索する（ステップＳ２２）。
【００６６】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeが再生区間リストＢ中のある再生区間(Ｋ＋１)に含ま
れており（ステップＳ２３でＹｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)に２回目スキップ終了点Ｓ
eが存在し（ステップＳ２４でＹｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eが２回
目スキップ終了点Ｓeと同じでない場合には（ステップＳ２５でＹｅｓ）、再生区間(Ｋ＋
１)の開始点(Ｋ＋１)sを２回目スキップ終了点Ｓeにする（ステップＳ２９）。ここでの
動作説明には図８（ａ）を参照できる。なお、再生区間リストと実記録データＡとの関係
を３０秒スキップ前と３０秒スキップ後で示した図９も参考となる。新の再生区間(Ｋ＋
１)では、その前部一部が削除されていることが分かる。１回目スキップ終了点Ｓeと２回
目スキップ開始点Ｓsとの間も削除されている。
【００６７】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeが再生区間リストＢ中のある再生区間(Ｋ＋１)に含ま
れており（ステップＳ２３でＹｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)に２回目スキップ終了点Ｓ
eが存在しないか（ステップＳ２４でＮｏ）、再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eが２回
目スキップ終了点Ｓeと同じであれば（ステップＳ２５でＮｏ）、再生区間(Ｋ＋１)を削
除し（ステップＳ３０）、再生区間(Ｋ＋２)以降を再生区間(Ｋ＋１)以降として１つずつ
前にずらす（ステップＳ３１）。ここでの動作説明には図８（ｂ）を参照できる。旧の再
生区間(Ｋ＋１)は全て削除されている。１回目スキップ終了点Ｓeと２回目スキップ開始
点Ｓsとの間も削除されている。
【００６８】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeを含まず（ステップＳ２３でＮｏ）、２回目スキップ
終了点Ｓeを含んだ再生区間(Ｋ＋１)が再生区間リストＢ中に存在し（ステップＳ２６で
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Ｙｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eが２回目スキップ終了点Ｓeと同じで
ない場合には（ステップＳ２７でＹｅｓ）、再生区間(Ｋ＋１)の開始点(Ｋ＋１)sを２回
目スキップ終了点Ｓeにする（ステップＳ２９）。ここでの動作説明には図８（ｃ）を参
照できる。
【００６９】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeを含まず（ステップＳ２３でＮｏ）、２回目スキップ
終了点Ｓeを含んだ再生区間(Ｋ＋１)が再生区間リストＢ中に存在し（ステップＳ２６で
Ｙｅｓ）、再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eが２回目スキップ終了点Ｓeと同じである
か（ステップＳ２７でＮｏ）、もしくは１回目スキップ終了点Ｓeも２回目スキップ終了
点Ｓeも含まないスキップ区間Ｓの一部を含んだ再生区間(Ｋ＋１)が存在した場合には（
ステップＳ２８でＹｅｓ）、再生区間(Ｋ＋１)を削除し（ステップＳ３０）、再生区間(
Ｋ＋２)以降を再生区間(Ｋ＋１)以降として１つずつ前にずらす（ステップＳ３１）。こ
こでの動作説明には図８（ｄ）を参照できる。旧の再生区間(Ｋ＋１)の全てが削除されて
いる。
【００７０】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeから２回目スキップ終了点Ｓeまでの区間の一部を含ん
だ再生区間(Ｋ＋１)が存在しない場合には（ステップＳ２８でＮｏ）、何もしない。
【００７１】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【００７２】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われた
後、所定時間τ内に再度一定時間スキップが行われた場合には、再生区間リストＢの変更
により、２回のスキップ区間を再生区間から削除するだけでなく、１回目の一定時間スキ
ップ終了点から２回目の一定時間スキップ開始点までも再生区間から削除する。これによ
り、１回目のスキップを行ってから２回目のスキップを行うことをユーザが判断する間に
再生された区間についても、以降に情報再生する度に自動的にスキップすることが可能に
なる。その結果として、本来ユーザの再生したくない情報については、それの再生を禁止
することができ、所期通りのスキップ動作を実現できる。
【００７３】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３における情報記録再生装置を図１０～図１２を用いて説明する。
【００７４】
　逆方向３０秒スキップ手段Ｍ１を有するＤＶＤレコーダにおいて、映像再生中に逆方向
の３０秒スキップが行われた場合（ステップＳ４１）、逆方向スキップ開始点Ｒsと逆方
向スキップ終了点Ｒeを特定した上で、再生区間リストＢ中に逆方向スキップ区間Ｒの全
てまたは一部が含まれていないかどうかを検索する（ステップＳ４２）。
【００７５】
　もし、逆方向スキップ開始点Ｒsが再生区間リストＢ中のある再生区間(Ｋ＋１)に含ま
れており（ステップＳ４３でＹｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)に逆方向スキップ終了点Ｒ
eが存在する場合には（ステップＳ４４でＹｅｓ）、何もしない（処理終了）。
【００７６】
　もし、逆方向スキップ開始点Ｒsが再生区間リストＢ中のある再生区間(Ｋ＋１)に含ま
れており（ステップＳ４３でＹｅｓ）、かつ再生区間(Ｋ＋１)に逆方向スキップ終了点Ｒ
eが存在しない場合には（ステップＳ４４でＮｏ）、再生区間(Ｋ＋１)の開始点(Ｋ＋１)s
を逆方向スキップ終了点Ｒeとする（ステップＳ５０）。この動作説明には図１２が参考
になる。
【００７７】
　もし、逆方向スキップ開始点Ｒsが含まれていないが（ステップＳ４３でＮｏ）、逆方
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向スキップ終了点Ｒeが含まれている再生区間リストＢ中のある再生区間(Ｋ＋１)が存在
する場合には（ステップＳ４５でＹｅｓ）、再生区間(Ｋ＋１)の開始点(Ｋ＋１)sを逆方
向スキップ終了点Ｒeとする（ステップＳ５０）。
【００７８】
　もし、逆方向スキップ開始点Ｒsも逆方向スキップ終了点Ｒeも含まれていないが（ステ
ップＳ４３でＮｏかつステップＳ４５でＮｏ）、逆方向スキップ区間Ｒの一部を含む再生
区間(Ｋ＋１)が再生区間リストＢ中に存在する場合には（ステップＳ４６でＹｅｓ）、再
生区間(Ｋ＋１)の開始点(Ｋ＋１)sを逆方向スキップ終了点Ｒeとし（ステップＳ５１）、
再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eを逆方向スキップ開始点Ｒsとする（ステップＳ５２
）。
【００７９】
　もし、逆方向スキップ区間Ｒの一部が含まれている再生区間が再生区間リストＢ中に存
在せず、再生区間リストＢに新しい再生区間を追加可能であり、かつ逆方向スキップ開始
点Ｒs以降を含む再生区間(Ｋ＋１)が存在する場合には（ステップＳ４９でＹｅｓ）、再
生区間(Ｋ＋１)以降を再生区間(Ｋ＋２)以降として１つずつ後ろにずらし（ステップＳ５
３）、再生区間(Ｋ＋１)の開始点(Ｋ＋１)sを逆方向スキップ終了点Ｒeとし（ステップＳ
５４）、再生区間(Ｋ＋１)の終了点(Ｋ＋１)eを逆方向スキップ開始点Ｒsとする（ステッ
プＳ５５）。
【００８０】
　もし、逆方向スキップ区間Ｒの一部が含まれている再生区間が再生区間リストＢ中に存
在せず、再生区間リストＢに新しい再生区間を追加可能であり、かつ逆方向スキップ開始
点Ｒs以降を含む再生区間(Ｋ＋１)が存在しない場合には（ステップＳ４９でＮｏ）、再
生区間リストＢの最後に再生区間(Ｋ＋１)を追加した上で、再生区間(Ｋ＋１)の開始点(
Ｋ＋１)sを逆方向スキップ終了点Ｒeとし（ステップＳ５４）、再生区間(Ｋ＋１)の終了
点(Ｋ＋１)eを逆方向スキップ開始点Ｒsとする（ステップＳ５５）。
【００８１】
　もし、逆方向スキップ区間Ｒの一部が含まれている再生区間が再生区間リストＢ中に存
在せず、再生区間リストＢに新しい再生区間を追加不可能な場合には（ステップＳ４７で
Ｎｏ）、何もしない。
【００８２】
　本実施の形態によれば、情報再生中に逆方向の一定時間スキップ（３０秒スキップ）が
行われた場合には、もし、再生区間リストＢに逆方向スキップ区間またはその一部が含ま
れていなかった場合には、逆方向スキップ区間を再生区間から削除しないように再生区間
リストＢを変更する。これにより、逆方向スキップを行うことで、ユーザが本来再生した
い箇所は、以降自動的にスキップさせずに情報再生することが可能になる。
【００８３】
　（実施の形態４）
　本発明の実施の形態４における情報記録再生装置を図１３～図１５を用いて説明する。
図１３および図１４は、実施の形態１の場合の図２および図３において、ステップＳ１と
ステップＳ２との間に、ステップＳ６２～Ｓ６５を挿入したものに相当する。
【００８４】
　ＤＶＤレコーダの映像再生中に３０秒スキップが行われる度に（ステップＳ１）、まず
は新たな再生区間リストＢを追加可能であるかをチェックし（ステップＳ６２）、再生プ
ログラムを含んだ再生区間リストＢがあるかを検索する（ステップＳ６３）。新たな再生
区間リストＢを追加不可能な場合、何もしない（処理終了）。新たな再生区間リストＢを
追加可能であり（ステップＳ６２でＹｅｓ）、かつ再生プログラムを含んだ再生区間リス
トＢが存在しない場合（ステップＳ６３でＮｏ）、該当する再生プログラムの先頭を再生
開始点Ｋs１、再生プログラムの最後を再生終了点Ｋe１とした再生区間Ｋ１のみを含む再
生区間リストＢを作成する（ステップＳ６４）。新たな再生区間リストＢを追加可能であ
り、かつ再生プログラムを含んだ再生区間リストＢが存在する場合には（ステップＳ６３
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でＹｅｓ）、その再生区間リストＢを複製する（ステップＳ６５）。さらに新たに作成、
もしくは複製した再生区間リストＢ中にスキップを行った区間の全てまたは一部が含まれ
ているかどうかを検索する（ステップＳ６６）。これ以降は、図２、図３に示した実施の
形態１の場合の処理と同様であり、説明を省略する。この動作説明には図１５が参考にな
る。Ｂ′が複製された再生区間リストである。
【００８５】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われ再
生区間リストＢを変更する際に、もし、既に再生区間リストＢが存在しているときは、存
在している再生区間リストＢを複製して残しておいてから、片方の再生区間リストＢを変
更する。これにより、ユーザが作成した再生区間リストＢを残したままスキップ情報を再
生区間リストＢに反映することが可能になる。
【００８６】
　（実施の形態５）
　本発明の実施の形態５における情報記録再生装置を図１６および図１７を用いて説明す
る。
【００８７】
　３０秒スキップ手段Ｍ１と記録情報編集手段Ｍ４をもつＤＶＤレコーダの映像再生中に
、３０秒スキップが行われたか否かを判断し、３０秒スキップが行われたときは（ステッ
プＳ９１でＹｅｓ）、ＤＶＤ上の実記録データＡにおいて、スキップ開始点Ｓsからスキ
ップ終了点Ｓeまでの再生時間的に連続した記録情報を削除する（ステップＳ９２）。
【００８８】
　３０秒スキップが行われる度に、スキップ開始点Ｓsからスキップ終了点Ｓeまでの再生
時間的に連続した記録情報を削除することで実現できる。
【００８９】
　本実施の形態によれば、ランダムアクセス可能な情報記録再生装置において、情報再生
中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われる度に、スキップ開始点とスキップ終
了点を用いて記録媒体からスキップ区間相当の記録情報を削除する。これにより、情報再
生中に一度一定時間スキップを行うだけで他に特に編集作業を行う必要なく、以降情報再
生する度に一定時間スキップした箇所を自動的にスキップすることが可能になり、また記
録リソースの削減も同時に可能になる。
【００９０】
　（実施の形態６）
　本発明の実施の形態６における情報記録再生装置を図１８および図１９を用いて説明す
る。
【００９１】
　３０秒スキップ手段Ｍ１と記録情報編集手段Ｍ４をもつＤＶＤレコーダの映像再生中に
、３０秒スキップが行われた後、所定時間τ以内に続けて３０秒スキップが行われた場合
（ステップＳ９５でＹｅｓ）、ＤＶＤ上の実記録データＡにおいて、１回目のスキップ終
了点Ｓeと２回目のスキップ終了点Ｓeを特定した上で、１回目のスキップ終了点Ｓeから
２回目のスキップ終了点Ｓeまでの再生時間的に連続した記録情報を削除する（ステップ
Ｓ９６）。
【００９２】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【００９３】
　本実施の形態によれば、１回目のスキップを行ってから２回目のスキップを行うことを
ユーザが判断する間に再生された区間についても、以降に情報再生する度に自動的にスキ
ップすることが可能になり、また記録リソースの削減も同時に可能になる。
【００９４】
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　（実施の形態７）
　本発明の実施の形態７における情報記録再生装置を図２０～図２２を用いて説明する。
【００９５】
　３０秒スキップ手段Ｍ１と記録情報編集手段Ｍ４と、記録情報削除予約区間情報Ｃを持
つＤＶＤレコーダの映像再生中に、３０秒スキップが行われた場合（ステップＴ１）、所
定時間τ以内前にも３０秒スキップが行われていた場合には（ステップＴでＹｅｓ）、前
回の３０秒スキップ終了点Ｓeを今回の３０秒スキップ開始点Ｓsとみなす（ステップＴ３
）。その上で、３０秒スキップ開始点Ｓsから３０秒スキップ終了点Ｓeまでの区間を記録
情報削除予約区間情報Ｃ中で検索する（ステップＴ４）。
【００９６】
　もし、３０秒スキップ開始点Ｓsを含む区間がすでに記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)と
して存在し（ステップＴ５でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)中に３０秒スキッ
プ終了点Ｓeも存在した場合（ステップＴ６でＹｅｓ）、何もしない（処理終了）。
【００９７】
　もし、３０秒スキップ開始点Ｓsを含む区間がすでに記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)と
して存在するが（ステップＴ５でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)中に３０秒ス
キップ終了点Ｓeが存在しないか（ステップＴ６でＮｏ）、３０秒スキップ開始点Ｓsを含
む区間が存在しないが（ステップＴ５でＮｏ）、３０秒スキップ終了点Ｓeを含む区間が
すでに記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)として存在する場合（ステップＴ７でＹｅｓ）、記
録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の終了点を３０秒スキップ開始点Ｓsに変更する（ステップ
Ｔ１２）。
【００９８】
　もし、３０秒スキップ開始点Ｓsを含む区間が存在せず、かつ３０秒スキップ終了点Ｓe
を含む区間も存在せず、かつ３０秒スキップ開始点Ｓs、３０秒スキップ終了点Ｓe双方を
含まない３０秒スキップ区間Ｓの一部が記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)として存在する場
合（ステップＴ８でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点を３０秒スキップ
終了点Ｓeに変更し（ステップＴ１３）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の終了点を３０
秒スキップ開始点Ｓsに変更する（ステップＴ１４）。
【００９９】
　３０秒スキップ区間Ｓのどの一部も記録情報削除予約区間情報Ｃに存在せず、かつ新し
い記録情報削除予約区間Ｋｉを追加不可能な場合（ステップＴ９でＮｏ）、何もしない（
処理終了）。
【０１００】
　３０秒スキップ区間Ｓのどの一部も記録情報削除予約区間情報Ｃに存在せず、かつ新し
い記録情報削除予約区間Ｋｉを追加可能であり（ステップＴ９でＹｅｓ）、かつスキップ
開始点Ｓs以降を含む記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)が存在する場合（ステップＴ１０→
Ｔ１１でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)以降を記録情報削除予約区間(Ｋ＋２)
以降として１つずつずらし（ステップＴ１５）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点
を３０秒スキップ終了点Ｓeに設定し（ステップＴ１７）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１
)の終了点を３０秒スキップ開始点Ｓsに設定する（ステップＴ１８）。
【０１０１】
　３０秒スキップ区間Ｓのどの一部も記録情報削除予約区間情報Ｃに存在せず、かつ新し
い記録情報削除予約区間Ｋｉを追加可能であり、かつスキップ開始点Ｓs以降を記録情報
削除予約区間情報Ｃに全く含まない場合（ステップＴ１１でＮｏ）、記録情報削除予約区
間情報Ｃの最後に開始点が３０秒スキップ終了点Ｓe、終了点が３０秒スキップ開始点Ｓs
として記録情報削除予約区間Ｋｉを追加する（ステップＴ１６）。
【０１０２】
　その後、所定時間τが経過した場合には（ステップＴ１９およびステップＴ２０でＹｅ
ｓ）、記録情報削除予約区間情報Ｃに登録された区間に相当する記録情報を実記録データ
Ａから削除し（ステップＴ２１）、記録情報削除予約区間情報Ｃを初期化する（ステップ



(15) JP 4278620 B2 2009.6.17

10

20

30

40

50

Ｔ２２）。
【０１０３】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１０４】
　本実施の形態によれば、一定時間スキップ（３０秒スキップ）によりスキップ区間の削
除を予約してしまったとしても、その後、所定時間τの間に限れば、実記録データＡから
スキップ区間相当の記録情報が削除されてしまうことについて、ユーザが取り消すことを
可能とする。
【０１０５】
　（実施の形態８）
　本発明の実施の形態８における情報記録再生装置を図２３～図２５を用いて説明する。
【０１０６】
　３０秒スキップ手段Ｍ１と記録情報編集手段Ｍ４と、記録情報削除予約区間情報Ｃを持
つＤＶＤレコーダの映像再生中に、３０秒スキップが行われた後、所定時間τ以内に続け
て逆方向３０秒スキップが行われた場合（ステップＴ３１でＹｅｓ）、記録情報削除予約
区間情報Ｃに１回目のスキップ終了点Ｓeから逆方向スキップ終了点Ｒeまでの区間の全て
または一部が含まれているかどうかを検索する（ステップＴ３２）。
【０１０７】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間(Ｋ＋１)に含まれており（ステップＴ３３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間
(Ｋ＋１)に逆方向スキップ終了点Ｒeが存在し（ステップＴ３４でＹｅｓ）、かつ記録情
報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点が逆方向スキップ終了点Ｒeと同じでない場合には（ス
テップＴ３５でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の終了点を逆方向スキップ終了
点Ｒeにする（ステップＴ３９）。これにより、３０秒スキップの後、所定時間τ以内に
逆方向３０秒スキップがあれば、その逆方向３０秒スキップの範囲は削除対象から外すこ
とが可能となる。この動作説明には図２５が参考になる。
【０１０８】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間(Ｋ＋１)に含まれており（ステップＴ３３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間
(Ｋ＋１)に逆方向スキップ終了点Ｒeが存在しないか（ステップＴ３４でＮｏ）、記録情
報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点が逆方向スキップ終了点Ｒeと同じであれば（ステップ
Ｔ３５でＮｏ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)を削除し（ステップＴ４０）、記録情報
削除予約区間(Ｋ＋２)以降を記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)以降として１つずつ前にずら
す（ステップＴ４１）。
【０１０９】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeを含まず（ステップＴ３３でＮｏ）、逆方向スキップ
終了点Ｒeを含んだ記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)が記録情報削除予約区間情報Ｃに存在
し（ステップＴ３６でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点が逆方向ス
キップ終了点Ｒeと同じでない場合には（ステップＴ３７でＹｅｓ）、記録情報削除予約
区間(Ｋ＋１)の終了点を逆方向スキップ終了点Ｒeにする（ステップＴ３９）。
【０１１０】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeを含まず（ステップＴ３３でＮｏ）、逆方向スキップ
終了点Ｒeを含んだ記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)が記録情報削除予約区間情報Ｃに存在
し（ステップＴ３６でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)の開始点が逆方向スキッ
プ終了点Ｒeと同じであるか（ステップＴ３７でＮｏ）、もしくは１回目スキップ終了点
Ｓeも逆方向スキップ終了点Ｒeも含まないスキップ区間Ｓの一部を含んだ記録情報削除予
約区間(Ｋ＋１)が存在した場合には（ステップＴ３８でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間
(Ｋ＋１)を削除し（ステップＴ４０）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋２)以降を記録情報削
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除予約区間(Ｋ＋１)以降として１つずつ前にずらす（ステップＴ４１）。
【０１１１】
　もし、１回目スキップ終了点Ｓeから２回目スキップ終了点Ｓeまでの区間の一部を含ん
だ記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)が存在しない場合には（ステップＴ３８でＮｏ）、何も
しない（処理終了）。
【０１１２】
　その後、所定時間τが経過した場合には、記録情報削除予約区間情報Ｃに登録された区
間に相当する記録情報を実記録データＡから削除し、記録情報削除予約区間情報Ｃを初期
化する。
【０１１３】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１１４】
　本実施の形態によれば、一定時間スキップ（３０秒スキップ）によりスキップ区間の削
除を予約してしまったとしても、その後、逆方向一定時間スキップを行えば、実記録デー
タＡからスキップ区間相当の記録情報が削除されてしまうことについて、ユーザが取り消
すことを可能とする。
【０１１５】
　（実施の形態９）
　本発明の実施の形態９における情報記録再生装置を図２６～図２８を用いて説明する。
図２６および図２７は、実施の形態７の場合の図２０および図２１において、ステップＴ
１９，Ｔ２０の代わりに、ステップＴ１９ａ，Ｔ２０ａを設けたものに相当する。
【０１１６】
　実施の形態７と同様の処理を行った後（ステップＴ１９ａでＹｅｓ）、ユーザが記録情
報削除予約区間Ｋｉに相当する記録情報を実記録データＡから削除することを指定した場
合には（ステップＴ２０ａでＹｅｓ）、記録情報削除予約区間情報Ｃに登録された記録情
報削除予約区間Ｋｉに相当する記録情報を一括して実記録データＡから削除し（ステップ
Ｔ２１）、記録情報削除予約区間情報Ｃを初期化する（ステップＴ２２）。
【０１１７】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１１８】
　本実施の形態によれば、スキップ情報により記録情報削除予約区間情報Ｃを収集し、ユ
ーザが一括して実記録データＡから不必要な情報を削除することが可能になる。ユーザが
意識しない間に自動的に実記録データＡからスキップ区間が不用意に削除されてしまうこ
とを回避できる。
【０１１９】
　（実施の形態１０）
　本発明の実施の形態１０における情報記録再生装置を図２９～図３１を用いて説明する
。
【０１２０】
　３０秒スキップ手段Ｍ１と記録情報編集手段Ｍ４と、記録情報削除予約区間情報Ｃを持
つＤＶＤレコーダにおいて、映像再生中に逆方向３０秒スキップが行われる度に（ステッ
プＴ５１）、記録情報削除予約区間情報Ｃに逆方向スキップを行った区間の全てまたは一
部が含まれているかどうかを検索する（ステップＴ５２）。
【０１２１】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間Ｋに含まれており（ステップＴ５３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの開
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始点Ｋsが逆方向スキップ終了点Ｒeと同じでなく（ステップＴ５４でＮｏ）、かつ記録情
報削除予約区間Ｋに逆方向スキップ開始点Ｒsが存在し（ステップＴ５５でＹｅｓ）、か
つ記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点Ｒsと同じでなく（ステッ
プＴ５６でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間情報Ｃに新たな記録情報削除予約区間Ｋ
ｉを追加可能な場合には（ステップＴ５７でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)以
降を記録情報削除予約区間(Ｋ＋２)以降として１つずつ後ろにずらし（ステップＴ６３）
、記録情報削除予約区間Ｋの開始点(Ｋ＋１)sを逆方向スキップ開始点Ｒsとし（ステップ
Ｔ６４）、記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋe(Ｋ＋１)eを記録情報削除予約区間Ｋの終
了点Ｋeとして新たな記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)を作成し（ステップＴ６５）、その
上で記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeを逆方向スキップ終了点Ｒeにする（ステップＴ
６６）。
【０１２２】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間Ｋに含まれており（ステップＴ５３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの開
始点Ｋsが逆方向スキップ終了点Ｒeと同じでなく（ステップＴ５４でＮｏ）、かつ記録情
報削除予約区間Ｋに逆方向スキップ開始点Ｒsが存在し（ステップＴ５５でＹｅｓ）、か
つ記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点Ｒsと同じでなく（ステッ
プＴ５６でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間情報Ｃに新たな記録情報削除予約区間Ｋ
を追加不可能な場合には（ステップＴ５７でＮｏ）、何もしない（処理終了）。
【０１２３】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間Ｋに含まれており（ステップＴ５３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの開
始点Ｋsが逆方向スキップ終了点Ｒeと同じでなく（ステップＴ５４でＮｏ）、かつ記録情
報削除予約区間Ｋに逆方向スキップ開始点Ｒsが存在しないか（ステップＴ５５でＮｏ）
、記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点Ｒsと同じな場合には（ス
テップＴ５６でＮｏ）、記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeを逆方向スキップ終了点Ｒe
にする（ステップＴ６７）。
【０１２４】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間Ｋに含まれており（ステップＴ５３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの開
始点Ｋsが逆方向スキップ終了点Ｒeと同じであり（ステップＴ５４でＹｅｓ）、かつ記録
情報削除予約区間Ｋに逆方向スキップ開始点Ｒsが存在し（ステップＴ５５でＹｅｓ）、
かつ記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点Ｒsと同じでない場合に
は（ステップＴ５６でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間Ｋの開始点Ｋsを逆方向スキップ
開始点Ｒsにする（ステップＴ６８）。
【０１２５】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeが記録情報削除予約区間情報Ｃのある記録情報削除予
約区間Ｋに含まれており（ステップＴ５３でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの開
始点Ｋsが逆方向スキップ終了点Ｒeと同じであり（ステップＴ５４でＹｅｓ）、かつ記録
情報削除予約区間Ｋに逆方向スキップ開始点Ｒsが存在しないか（ステップＴ５５でＮｏ
）、記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点Ｒsと同じであれば（ス
テップＴ５６でＮｏ）、記録情報削除予約区間Ｋを削除し（ステップＴ６９）、記録情報
削除予約区間(Ｋ＋１)以降を記録情報削除予約区間Ｋ以降として１つずつ前にずらす（ス
テップＴ７０）。
【０１２６】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeを含まず（ステップＴ５３でＮｏ）、逆方向スキップ
開始点Ｒsを含んだ記録情報削除予約区間Ｋが記録情報削除予約区間情報Ｃに存在し（ス
テップＴ５８でＹｅｓ）、かつ記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開
始点Ｒsと同じでない場合には（ステップＴ５９でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間Ｋの
開始点Ｋsを逆方向スキップ開始点Ｒsにする（ステップＴ６８）。
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【０１２７】
　もし、逆方向スキップ終了点Ｒeを含まず（ステップＴ５３でＮｏ）、逆方向スキップ
開始点Ｒsを含んだ記録情報削除予約区間Ｋが記録情報削除予約区間情報Ｃに存在し（ス
テップＴ５８でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間Ｋの終了点Ｋeが逆方向スキップ開始点
Ｒsと同じであるか（ステップＴ５９でＮｏ）、もしくは逆方向スキップ終了点Ｒeも逆方
向スキップ開始点Ｒsも含まないスキップ区間Ｓの一部を含んだ記録情報削除予約区間Ｋ
が存在した場合には（ステップＴ６０でＹｅｓ）、記録情報削除予約区間Ｋを削除し（ス
テップＴ６９）、記録情報削除予約区間(Ｋ＋１)以降を記録情報削除予約区間Ｋ以降とし
て１つずつ前にずらす（ステップＴ７０）。
【０１２８】
　ステップＴ６１でＮｏの場合も、ステップＴ６２でＮｏの場合も、ステップＴ６９から
ステップＴ７０へ進む。
【０１２９】
　もし、スキップ区間Ｓの一部を含んだ記録情報削除予約区間Ｋが存在しない場合には（
ステップＴ６０でＮｏ）、何もしない。
【０１３０】
　本実施の形態によれば、情報再生中に逆方向スキップが行われた場合には、記録情報削
除予約区間情報Ｃに登録されている記録情報削除予約区間Ｋのうち、逆方向一定時間スキ
ップ（３０秒スキップ）終了点から逆方向一定時間スキップ（３０秒スキップ）開始点ま
でを記録情報削除予約区間情報Ｃから削除する。これにより、一括削除の対象として予約
登録したとしても、ユーザが再生したい箇所については、逆方向一定時間スキップにより
その削除を取り消し、その他の不要な箇所については一括して削除することが可能になる
。逆方向一定時間スキップが行われた区間が本来ユーザの再生したい情報であるにもかか
わらず記録情報が削除されてしまうことを回避する。
【０１３１】
　（実施の形態１１）
　本発明の実施の形態１１における情報記録再生装置を図３２および図３３を用いて説明
する。
【０１３２】
　３０秒スキップ手段Ｍ１を持つＤＶＤレコーダの映像再生中に、３０秒スキップが１回
目であるとする（ステップＥ１→Ｅ２→Ｅ３）。３０秒スキップが正方向スキップであれ
ば（ステップＥ３でＹｅｓ）、再生位置から３０秒の正方向スキップを行う（ステップＥ
４）。３０秒スキップが逆方向スキップであれば（ステップＥ３でＮｏ）、再生位置から
３０秒の逆方向スキップを行う（ステップＥ５）。
【０１３３】
　３０秒スキップが行われた後（ステップＥ１でＹｅｓ）、所定時間τ以内に続けて３０
秒スキップが行われた場合（ステップＥ２でＹｅｓ）、もし、１回目の３０秒スキップが
正方向であり（ステップＥ６でＹｅｓ）、２回目の３０秒スキップも正方向であれば（ス
テップＥ７でＹｅｓ）、２回目の３０秒スキップ終了点Ｓeを２回目の３０秒スキップ開
始点Ｓsから３０秒後としてスキップを行う（ステップＥ９）。
【０１３４】
　もし、１回目の３０秒スキップが正方向だが２回目の３０秒スキップが逆方向であれば
（ステップＥ７でＮｏ）、２回目の一定時間スキップ量を１回目の一定時間スキップ量の
半分にし、２回目の３０秒スキップ終了点Ｓeを２回目の３０秒スキップ開始点Ｓsから１
５秒前としてスキップを行う（ステップＥ１０）。この動作説明には図３３が参考になる
。
【０１３５】
　もし、１回目の３０秒スキップが逆方向であり（ステップＥ６でＮｏ）、２回目の３０
秒スキップも逆方向であれば（ステップＥ８でＮｏ）、２回目の３０秒スキップ終了点Ｓ
eを２回目の３０秒スキップ開始点Ｓsから３０秒前としてスキップを行う（ステップＥ１
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２）。
【０１３６】
　もし、１回目の３０秒スキップが逆方向だが２回目の３０秒スキップが正方向であれば
（ステップＥ８でＹｅｓ）、２回目の一定時間スキップ量を１回目の一定時間スキップ量
の半分にし、２回目の３０秒スキップ終了点Ｓeを２回目の３０秒スキップ開始点Ｓsから
１５秒後としてスキップを行う（ステップＥ１１）。
【０１３７】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１３８】
　また、一定時間スキップ方向が逆になった場合の一定時間スキップ量を少なくするには
、例で示したように一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１／２として固定する以
外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可能である。
【０１３９】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われた
後、所定時間τ内に再度一定時間スキップが行われた場合には、１回目と２回目のスキッ
プ方向が同方向であれば２回目の一定時間スキップ量を１回目の一定時間スキップ量と同
量にし、１回目と２回目のスキップ方向が逆方向であれば２回目の一定時間スキップ量を
１回目の一定時間スキップ量よりも少なくする。これにより、一定時間スキップを繰り返
すだけでユーザが本来再生したい箇所の頭出しをすることが可能になる。
【０１４０】
　（実施の形態１２）
　本発明の実施の形態１２における情報記録再生装置を図３４および図３５を用いて説明
する。図３４は、実施の形態１１の場合の図３２において、ステップＥ９～Ｅ１２をステ
ップＥ２１～Ｅ２４に置き換えたものに相当する。
【０１４１】
　３０秒スキップ手段Ｍ１を持つＤＶＤレコーダの映像再生中に、３０秒スキップが行わ
れた後（ステップＥ１でＹｅｓ）、所定時間τ以内に続けて３０秒スキップが行われた場
合（ステップＥ２でＹｅｓ）、もし、１回目の３０秒スキップが正方向であり（ステップ
Ｅ６でＹｅｓ）、２回目の３０秒スキップも正方向であれば（ステップＥ７でＹｅｓ）１
回目の３０秒スキップ終了点Ｓeを２回目の３０秒スキップ開始点Ｓsとしてそこから３０
秒後へのスキップを行う（ステップＥ２１）。
【０１４２】
　もし、１回目の３０秒スキップが正方向だが２回目の３０秒スキップが逆方向であれば
（ステップＥ７でＮｏ）、１回目の３０秒スキップ開始点Ｓsと１回目の３０秒スキップ
終了点Ｓeの中央点を２回目の３０秒スキップ終了点Ｓeとしてスキップを行う（ステップ
Ｅ２２）。
【０１４３】
　もし、１回目の３０秒スキップが逆方向であり（ステップＥ６でＮｏ）、２回目の３０
秒スキップも逆方向であれば（ステップＥ８でＮｏ）、１回目の３０秒スキップ終了点Ｓ
eを２回目の３０秒スキップ開始点Ｓsとしてそこから３０秒前へのスキップを行う（ステ
ップＥ２４）。
【０１４４】
　もし、１回目の３０秒スキップが逆方向だが２回目の３０秒スキップが正方向であれば
（ステップＥ８でＹｅｓ）、１回目の３０秒スキップ開始点Ｓsと１回目の３０秒スキッ
プ終了点Ｓeの中央点を２回目の３０秒スキップ終了点Ｓeとしてスキップを行う（ステッ
プＥ２３）。この動作説明には図３５が参考になる。
【０１４５】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
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／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１４６】
　また、一定時間スキップ方向が逆になった場合のスキップ先となる特定点は、例で示し
たように１回目一定時間スキップ開始点Ｓsと終了点Ｓeの中央点として固定する以外に、
初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可能である。
【０１４７】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われた
後、所定時間τ内に再度逆方向一定時間スキップが行われた場合には、２回目の一定時間
スキップ終了点を１回目の一定時間スキップ開始点と１回目の一定時間スキップ終了点の
間のある特定点にする。これにより、２回目の一定時間スキップにおける、ユーザが本来
再生したい箇所の頭出しの判断に要する時間を削減しつつ、頭出しの探索をより正確に行
うことができる。
【０１４８】
　（実施の形態１３）
　本発明の実施の形態１３における情報記録再生装置を図３６および図３７を用いて説明
する。
【０１４９】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、３０秒スキップ手段Ｍ１と、映像記録時に場面切替
り箇所を検出する場面切替り検出手段Ｍ５と、特定箇所に印を付ける印付加手段Ｍ６と、
印付加箇所を検索する印検索手段Ｍ７とを有している。
【０１５０】
　映像記録中であれば（ステップＥ３１→ステップＥ３２でＹｅｓ）、場面切替り箇所の
検出を行って、検出すれば（ステップＥ３３でＹｅｓ）、場面切替り箇所に印を付ける（
ステップＥ３４）。
【０１５１】
　その上で、映像再生中に３０秒スキップが行われた場合（ステップＥ３１→Ｅ３５でＹ
ｅｓ）、現再生箇所からスキップ方向と同方向に印が存在していなければ（ステップＥ３
６でＮｏ）、現再生箇所から３０秒先にスキップする（ステップＥ３７）。現再生箇所か
らスキップ方向と同方向に印が存在していれば（ステップＥ３６でＹｅｓ）、現再生箇所
から３０秒先にスキップするのではなく、現再生箇所の３０秒先に最も近い印付加箇所に
スキップを行う（ステップＥ３８）。
【０１５２】
　本実施の形態によれば、映像記録中に検出した場面切替り箇所全てに印を付け、映像再
生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われると、ただ一定時間先にスキップす
るのではなく、現再生箇所から一定時間先に最も近い印付加箇所にスキップを行う。これ
により、一定時間スキップを行う度に、場面切替り箇所への正確な頭出しが可能になる。
【０１５３】
　（実施の形態１４）
　本発明の実施の形態１４における情報記録再生装置を図３８～図４０を用いて説明する
。図３８は、実施の形態１３の場合の図３６において、ステップＥ３６をステップＥ３６
ａに置き換えたものに相当する。
【０１５４】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、実施の形態１３の場合と同様の構成要素を有してい
る。
【０１５５】
　映像再生中に３０秒スキップが行われた場合（ステップＥ３１→Ｅ３５でＹｅｓ）、現
再生箇所から３０秒先の所定時間τ範囲内に印付加箇所があるかどうか検索を行い、存在
していなければ（ステップＥ３６ａでＮｏ）、現再生箇所から３０秒先にスキップする（
ステップＥ３７）。この動作説明には図３９が参考になる。現再生箇所の３０秒先の所定
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時間τ範囲内に印付加箇所がある場合は（ステップＥ３６ａでＹｅｓ）、現再生箇所の３
０秒先に最も近い印付加箇所にスキップを行う（ステップＥ３８）。この動作説明には図
４０が参考になる。
【０１５６】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１５７】
　本実施の形態によれば、映像記録中に検出した場面切替り箇所全てに印を付け、映像再
生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われると、ただ一定時間先にスキップす
るのではなく、現再生箇所から一定時間先の所定時間τ範囲内に印が付いた箇所がある場
合にのみ現再生箇所から一定時間先に最も近い印付加箇所にスキップを行う。これにより
、場面切替り箇所への正確な頭出しを可能にしつつ、一定時間スキップを行ったにもかか
わらず一定時間ではなくかけ離れた時間へスキップすることを防ぐことが可能になる。
【０１５８】
　（実施の形態１５）
　本発明の実施の形態１５における情報記録再生装置を図４１～図４３を用いて説明する
。
【０１５９】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、３０秒スキップ手段Ｍ１と、映像記録時に場面切替
り箇所を検出する場面切替り検出手段Ｍ５と、特定箇所に印を付ける印付加手段Ｍ６と、
印付加箇所を検索する印検索手段Ｍ７と、印付加箇所から印を削除する印削除手段Ｍ８と
を備えている。
【０１６０】
　映像記録中であれば（ステップＥ４１→ステップＥ４２でＹｅｓ）、場面切替り箇所の
検出を行って、検出すれば（ステップＥ４３でＹｅｓ）、場面切替り箇所に印を付ける（
ステップＥ４４）。
【０１６１】
　その上で、映像再生中に３０秒スキップが行われた場合（ステップＥ４１→Ｅ４５でＹ
ｅｓ）、再生箇所から３０秒スキップ先の所定時間τ範囲内に印が存在するかをチェック
し、なければ（ステップＥ４６でＮｏ）、３０秒先へスキップする（ステップＥ４７）。
印があれば（ステップＥ４６でＹｅｓ）、その印から３０秒先に最も近い印へスキップす
る（ステップＥ４８）。そして、スキップ区間に存在する印を削除予定に指定する（ステ
ップＥ４９）。
【０１６２】
　所定の時間にわたって３０秒スキップがないときは（ステップＥ４５→Ｅ５０でＹｅｓ
）、削除予定の印があるかをチェックし、あれば（ステップＥ５１でＹｅｓ）、その削除
予定の印を削除する（ステップＥ５２）。
【０１６３】
　以上のように、映像記録中に場面切替り箇所に印を付けるが、３０秒スキップが所定時
間τにわたってなければ、その印は削除する。
【０１６４】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１６５】
　本実施の形態によれば、情報再生中に一定時間スキップ（３０秒スキップ）が行われた
場合、所定時間τ経過後にスキップ開始点からスキップ終了点までの範囲にある印付加箇
所から印を削除する。これにより、一定時間スキップを行うだけで、情報記録時に場面切
替り箇所に自動的に付けられた印のうちユーザが不必要な印を自動的に削除することが可
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能になる。
【０１６６】
　（実施の形態１６）
　本発明の実施の形態１６における情報記録再生装置を図４４および図４５を用いて説明
する。図４４は、実施の形態１５の場合の図３８において、ステップＥ４３をステップＥ
４３ａに置き換えたものに相当する。
【０１６７】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、実施の形態１５において、その場面切替り検出手段
Ｍ５に代えて、映像記録時に前フレームとの映像輝度の差が所定値を超えた箇所を検出す
る輝度差判定手段Ｍ９を備えたものに相当している。
【０１６８】
　印付加手段Ｍ６は、輝度差判定手段Ｍ９が映像記録中に前フレームとの映像輝度の差が
所定値を超えた箇所を検出したときに、検出した前フレームとの映像輝度の差が所定値を
超えた箇所に印を付ける（ステップＥ４３ａ）。そして、映像再生中に３０秒スキップが
行われた場合には、現再生箇所から３０秒先にスキップするのではなく、現再生箇所の３
０秒先に最も近い印付加箇所にスキップを行う（ステップＥ４８）。その他の動作につい
ては、実施の形態１５と同様であるので説明を省略する。
【０１６９】
　なお、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）などの圧縮動画を記録する場合、Ｍ
ＰＥＧではＩピクチャ（Intra符号化画像（フレーム内符号化画像））と呼ばれる他フレ
ームの情報を必要としないフレームを記録時に検出し、３０秒スキップでは現再生箇所の
３０秒先に最も近い、他フレームの情報を必要としないフレームに、スキップを行うこと
も可能である。
【０１７０】
　本実施の形態によれば、一定時間スキップ（３０秒スキップ）を行う度に、前フレーム
との映像輝度の差が所定値を超えた箇所への正確な頭出しが可能になる。
【０１７１】
　（実施の形態１７）
　本発明の実施の形態１７における情報記録再生装置を図４６および図４７を用いて説明
する。図４６は、実施の形態１５の場合の図３８において、ステップＥ４３をステップＥ
４３ｂに置き換えたものに相当する。
【０１７２】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、実施の形態１５において、その場面切替り検出手段
Ｍ５に代えて、映像記録時に音声信号がモノラル・ステレオ・二重音声が切り替わった箇
所を検出する音声モード切替り検出手段Ｍ１０を備えたものに相当している。
【０１７３】
　印付加手段Ｍ６は、音声モード切替り検出手段Ｍ１０が音声信号についてモノラル・ス
テレオ・二重音声が切り替わった箇所を検出したときに、検出した音声信号がモノラル・
ステレオ・二重音声が切り替わった箇所に印を付ける（ステップＥ４３ｂ）。そして、映
像再生中に３０秒スキップが行われた場合には、現再生箇所から３０秒先にスキップする
のではなく、現再生箇所の３０秒先に最も近い印付加箇所にスキップを行う（ステップＥ
４８）。その他の動作については、実施の形態１５と同様であるので説明を省略する。
【０１７４】
　本実施の形態によれば、一定時間スキップ（３０秒スキップ）を行う度に、音声信号が
モノラル・ステレオ・二重音声が切り替わった箇所への正確な頭出しが可能になる。
【０１７５】
　（実施の形態１８）
　本発明の実施の形態１８における情報記録再生装置を図４８および図４９を用いて説明
する。図４８は、実施の形態１５の場合の図３８において、ステップＥ４３をステップＥ
４３ｃに置き換えたものに相当する。
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【０１７６】
　本実施の形態のＤＶＤレコーダは、実施の形態１５において、その場面切替り検出手段
Ｍ５に代えて、映像記録時に音声信号が所定時間τ無音である箇所を検出する無音検出手
段Ｍ１１を備えたものに相当している。
【０１７７】
　印付加手段Ｍ６は、無音検出手段Ｍ１１が音声信号について所定時間τ無音である箇所
を検出したときに、検出した音声信号が所定時間τ無音である箇所に印を付ける（ステッ
プＥ４３ｃ）。そして、映像再生中に３０秒スキップが行われた場合には、現再生箇所か
ら３０秒先にスキップするのではなく、現再生箇所の３０秒先に最も近い印付加箇所にス
キップを行う（ステップＥ４８）。その他の動作については、実施の形態１５と同様であ
るので説明を省略する。
【０１７８】
　なお、ここで述べている所定時間τは、一定時間スキップ量（実施例では３０秒）の１
／１０などとして固定する以外に、初期設定などでユーザがあらかじめ指定することも可
能である。
【０１７９】
　本実施の形態によれば、一定時間スキップ（３０秒スキップ）を行う度に、音声信号が
所定時間τの間無音である箇所への正確な頭出しが可能になる。
【産業上の利用可能性】
【０１８０】
　本発明の情報記録再生装置は、一定時間スキップについて再生作業や編集作業の利便性
を高めるために有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１８１】
【図１】本発明の実施の形態におけるランダムアクセス可能な情報記録再生装置の代表例
としてＤＶＤレコーダの構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１においてスキップ区間の開始点・終了点と再生区間の開始
点・終了点との相対位置関係の各種態様を説明する図
【図３】本発明の実施の形態１におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４】本発明の実施の形態１におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図５】本発明の実施の形態１におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図６】本発明の実施の形態２におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図７】本発明の実施の形態２におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図８】本発明の実施の形態２においてスキップ区間の開始点・終了点と再生区間の開始
点・終了点との相対位置関係の各種態様を説明する図
【図９】本発明の実施の形態２におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図１０】本発明の実施の形態３におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１１】本発明の実施の形態３におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１２】本発明の実施の形態３におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図１３】本発明の実施の形態４におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１４】本発明の実施の形態４におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１５】本発明の実施の形態４におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図１６】本発明の実施の形態５におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１７】本発明の実施の形態５におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図１８】本発明の実施の形態６におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図１９】本発明の実施の形態６におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図２０】本発明の実施の形態７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図２１】本発明の実施の形態７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図２２】本発明の実施の形態７におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図２３】本発明の実施の形態８におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
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【図２４】本発明の実施の形態８におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図２５】本発明の実施の形態８におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図２６】本発明の実施の形態９におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図２７】本発明の実施の形態９におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図２８】本発明の実施の形態９におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図２９】本発明の実施の形態１０におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３０】本発明の実施の形態１０におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３１】本発明の実施の形態１０におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図３２】本発明の実施の形態１１におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３３】本発明の実施の形態１１におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図３４】本発明の実施の形態１２におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３５】本発明の実施の形態１２におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図３６】本発明の実施の形態１３におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３７】本発明の実施の形態１３におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図３８】本発明の実施の形態１４におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図３９】本発明の実施の形態１４におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図４０】本発明の実施の形態１４におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図４１】本発明の実施の形態１５におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４２】本発明の実施の形態１５におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４３】本発明の実施の形態１５におけるＤＶＤレコーダの動作例説明図
【図４４】本発明の実施の形態１６におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４５】本発明の実施の形態１６におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４６】本発明の実施の形態１７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４７】本発明の実施の形態１７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４８】本発明の実施の形態１７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【図４９】本発明の実施の形態１７におけるＤＶＤレコーダの動作を示すフローチャート
【符号の説明】
【０１８２】
　Ａ　実記録データ
　Ｂ　再生区間リスト
　Ｃ　記録情報削除予約区間情報
　Ｍ１　３０秒スキップ手段
　Ｍ２　再生区間リスト読み出し手段
　Ｍ３　再生区間リスト変更手段
　Ｍ４　記録情報編集手段
　Ｍ５　場面切替り検出手段
　Ｍ６　印付加手段
　Ｍ７　印検索手段
　Ｍ８　印削除手段
　Ｍ９　輝度差判定手段
　Ｍ１０　音声モード切替り検出手段
　Ｍ１１　無音検出手段                                                          
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